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一
、
先
行
研
究
に
お
け
る
「
橘
の
小
島
」
の
位
置

ま
ず
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
橘
の
小
島
」
の
先
行
研
究
を
み
る
。

古
注
釈
で
は
『
河
海
抄
』
（
１
）
に
、「
皇宇

治
王子
尊子

也

の
在
所
也
」
と
あ
る
。
莵
道
稚
郎

子
皇
子
の
墓
と
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、宇
治
橋
下
流
に
あ
る
。『
湖
月
抄
』
（
２
）に

は
、

箕
形
如
庵
の
説
と
し
て
、「
橘
の
小
嶋
は
、
宇
橋
よ
り
一
町
ば
か
り
川
下
に
在

り
し
川
中
嶋
也
。
今
は
流
れ
て
其
あ
と
な
し
云
云
。」
と
あ
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』
（
３
）

は
、「
宇
治
橋
の
下
流
に
あ
る
小
島
」

と
し
て
い
る
。『
源
氏
物
語
評
釈
』
（
４
）
は
、
位
置
に
つ
い
て
「
ど
こ
か
不
明
」
と

し
て
い
る
。
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
（
５
）
に
は
、「
今
日
で
は
宇
治
川

の
下
流
約
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
中
州
を
称
す
る
が
、
そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
古

来
説
が
多
い
。」
と
し
て
い
る
。
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
源
氏
物
語
』
（
６
）は
、「
地

形
変
り
、今
不
明
。」と
し
て
い
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系『
源
氏
物
語
』
（
７
）に
は
、

位
置
に
つ
い
て
の
注
記
は
な
い
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
る
新
編
日
本
古
典
文
学

は
じ
め
に

『
源
氏
物
語
』
の
浮
舟
巻
に
み
え
る
「
橘
の
小
島
」
と
は
、ど
こ
な
の
か
。「
橘

の
小
島
」
は
、
匂
宮
が
浮
舟
を
連
れ
て
舟
に
乗
り
、
し
ば
し
停
ま
り
、
歌
を
詠

ん
だ
場
所
で
あ
る
。
宇
治
橋
か
ら
眺
め
る
宇
治
川
は
、
流
れ
が
速
く
、
水
量
が

多
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
川
の
流
れ
の
中
、
舟
を
停
め
て
、
匂
宮
と
浮
舟
が

優
雅
に
歌
を
詠
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
宇
治
川
の
流
れ
は
、「
橘

の
小
島
」
付
近
の
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
水
面
の
描
写
と
合
わ
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
で
は
、
物
語
の
舞
台
と
し
て
適
当
な
場
所
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
。
当
時

の
読
者
は
、ど
ん
な
場
所
を
想
定
し
て
物
語
を
読
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
源

氏
物
語
』
本
文
に
即
し
た
場
所
を
提
示
す
べ
く
、
考
察
す
る
。

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
橘
の
小
島
」
の
位
置
に
つ
い
て

︱ 

宇
治
川
の
水
面
の
描
写
か
ら 

︱

加

　

藤

　

伸

　

江
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な
ど
の
先
行
注
釈
書
と
は
、
異
な
る
場
所
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
他
文
献
に
よ
る
位
置
の
想
定

古
注
釈
お
よ
び
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
先
行
注
釈
書
で

は
、「
橘
の
小
島
」
は
、
宇
治
橋
の
下
流
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

論
考
に
お
い
て
は
、
宇
治
橋
の
上
流
に
位
置
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
論
考
に

お
け
る
「
橘
の
小
島
」
の
位
置
は
、二
点
の
文
献
の
記
述
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、
藤
原
明
衡
の
『
雲
州
消
息
』）

13
（

の
記
述
で
あ
る
。
藤
原
明
衡
は
、『
源

氏
物
語
』
成
立
の
時
期
に
近
く
生
き
た
人
物
で
あ
る）

14
（

。

宇
治
院
為
二
殿
御
領
一
之
由
承
悦
無
レ
極
。（
略
）

傍
畳
二

盡
屏
之
山
一
。
前
横
二

翠
帯
之
河
一
。
東
望
橘
小
島
。
西
顧
宇
治

長
橋
。

東
に
「
橘
小
島
」、
西
に
「
宇
治
長
橋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、『
平
家
物
語
』「
宇
治
川
先
陣
」
の
場
面
、
佐
々
木
四
郎
高
綱
と

梶
原
源
太
景
季
が
出
て
き
た
場
所
「
橘
の
小
島
が
崎
」
の
記
述
で
あ
る
。
そ
の

記
述
は
、「
平
等
院
の
丑
寅
、
橘
の
小
島
が
崎
よ
り
武
者
二
騎
ひ
ッ
か
け

く

出
で
き
た
り
。」（
巻
第
九
・
宇
治
川
先
陣
・
一
六
六
））

15
（

で
あ
る
。「
橘
の
小
島

が
崎
」
は
、「
平
等
院
の
丑
寅
（
北
東
）」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
二
つ

の
文
献
の
方
位
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
と
、
宇
治
橋
の
上
流
に
「
橘
の
小
島
」

を
置
か
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

し
か
し
、『
平
家
物
語
』
の
宇
治
川
先
陣
争
い
の
場
面
の
「
橘
の
小
島
」
の

全
集
『
源
氏
物
語
』
（
８
）は

、
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
と
同
じ
注
記
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、古
注
釈
に
は
宇
治
橋
よ
り
下
流
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
記
さ
れ
、

各
先
行
注
釈
書
に
お
い
て
は
、
宇
治
橋
よ
り
下
流
で
あ
る
、
ま
た
は
不
明
で
あ

る
と
い
う
注
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、「
橘
の
小
島
」
に
つ
い
て
の
論
考
に
は
、
異
な
る
説
が
あ
る
。
増

田
繁
夫
氏
「
源
氏
物
語
地
理
考
」
（
９
）、
原
田
敦
子
氏
「
浮
舟
入
水
と
橘
の
小
島
」）

10
（

、

所
京
子
氏
「「
橘
の
小
島
の
崎
」
の
再
検
討
」）

11
（

で
あ
る
。
増
田
繁
夫
氏
は
、「
橋

の
近
く
に
八
宮
の
家
が
あ
り
、
そ
の
上
流
の
方
に
橘
の
小
島
が
あ
っ
て
、
夕
霧

の
別
荘
は
八
宮
の
家
の
向
ふ
岸
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
原
田

敦
子
氏
は
、「
宇
治
川
の
両
岸
に
対
置
さ
れ
た
八
の
宮
の
山
荘
と
源
氏
の
別
荘
、

橘
の
小
島
は
そ
の
中
間
に
存
在
す
る
川
中
島
」
と
さ
れ
て
お
り
、所
京
子
氏
は
、

「
現
在
の
恵
心
院
か
ら
興
聖
寺
琴
坂
下
ま
で
の
間
の
河
岸
あ
た
り
」
の
出
洲
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

従
来
、『
京
都
源
氏
物
語
地
図
』）

12
（

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
夕
霧
の
別
荘
が
現

在
の
平
等
院
の
地
点
に
あ
っ
た
と
し
、宇
治
八
の
宮
山
荘
は
、そ
の
対
岸
に
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
橘
の
小
島
」
の
位
置
を
、
増
田
繁
夫
氏
は
、
平
等

院
よ
り
上
流
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
原
田
敦
子
氏
は
、
平
等
院
と
そ
の
対
岸

に
あ
る
中
島
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
所
京
子
氏
は
、宇
治
橋
上
流
の
位
置
を
示
し
、

出
洲
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
橘
の
小
島
」
に
関
す
る
増
田
繁
夫
氏
・
原
田

敦
子
氏
・
所
京
子
氏
の
論
考
は
、古
注
釈
や
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』
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に
関
す
る
論
考
で
は
、『
雲
州
消
息
』
と
『
平
家
物
語
』
の
方
位
を
参
考
と
し
て
、

「
橘
の
小
島
」は
、宇
治
橋
上
流
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、近
世
の
地
誌
は
『
平

家
物
語
』
の
記
述
を
紹
介
し
な
が
ら
も
、
宇
治
橋
下
流
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

三
、
穏
や
か
な
水
面
の
描
写 

―
「
橘
の
小
島
」
付
近
―

で
は
、『
源
氏
物
語
』
浮
舟
巻
の
「
橘
の
小
島
」
は
ど
う
描
か
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
匂
宮
と
浮
舟
が
舟
で
行
く
描
写
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

い
と
は
か
な
げ
な
る
も
の
と
、
明
け
暮
れ
見
出
だ
す
小
さ
き
舟
に
乗

り
た
ま
ひ
て
、
さ
し
渡
り
た
ま
ふ
ほ
ど
、
遥
か
な
ら
む
岸
に
し
も
漕
ぎ

離
れ
た
ら
む
や
う
に
心
細
く
お
ぼ
え
て
、
つ
と
つ
き
て
抱
か
れ
た
る
も

ら
う
た
し
と
思
す
。
有
明
の
月
澄
み
の
ぼ
り
て
、
水
の
面
も
曇
り
な
き

に
、「
こ
れ
な
む
橘
の
小
島
」
と
申
し
て
、
御
舟
し
ば
し
さ
し
と
ど
め

た
る
を
見
た
ま
へ
ば
、
大
き
や
か
な
る
岩
の
さ
ま
し
て
、
さ
れ
た
る
常

磐
木
の
影
し
げ
れ
り
。
匂
宮
「
か
れ
見
た
ま
へ
。
い
と
は
か
な
け
れ
ど
、

千
年
も
経
べ
き
緑
の
深
さ
を
」
と
の
た
ま
ひ
て
、

匂
宮

　
年
経
と
も
か
は
ら
む
も
の
か
た
ち
ば
な
の
小
島
の
さ
き
に

契
る
心
は

女
も
、
め
づ
ら
し
か
ら
む
道
の
や
う
に
お
ぼ
え
て
、

浮
舟

　
た
ち
ば
な
の
小
島
の
色
は
か
は
ら
じ
を
こ
の
う
き
舟
ぞ
ゆ

く
へ
知
ら
れ
ぬ

を
り
か
ら
、
人
の
さ
ま
に
、
を
か
し
く
の
み
、
何
ご
と
も
思
し
な
す
。

頭
注
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』）

16
（

、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
平
家

物
語
』）

17
（

、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
平
家
物
語
』）

18
（

に
、
と
も
に
「
宇
治
橋
の

下
流
に
あ
っ
た
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。『
太
平
記
』
の
宇
治
川
先
陣
争
い
の

場
面
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
太
平
記
』）

19
（

の
頭
注
に
「
宇
治
橋
の
川
下
二
町

に
あ
っ
た
。」、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
太
平
記
』）

20
（

に
は
、「
宇
治
橋
の
下
流
、

右
岸
に
沿
っ
た
地
点
に
あ
っ
た
中
洲
。」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

宇
治
橋
の
下
流
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

近
世
に
は
ど
う
伝
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
寛
文
年
間
の
『
扶
桑

京
華
志
』
巻
之
一
）
21
（

に
、

橘
ノ

小
嶋
カ

崎
　
在
二

平橋

南等
院
東艮

隅
一

按
ス
ル
ニ

源
氏
ノ

辨
引
ニ

曰
在
二

橋
下
可
リ

ニ
二

一
―
町
一

乃
河
中
ノ

之
嶋
ナ
リ

也
河
水
流
ル

ニ

于
巨ヲ

ク
ラ
ニ椋

一

然
モ

而
元
和
年
間

鑿
レ

河
ヲ

塞
キ

二

旧
流
一

委
ス

二

于
伏
見
二

一

河
水
倍
A
ス

故
没
ス

二

小
島
崎
ヲ

一

尚
未
タ

レ

能
レ

無
レ

疑
按
ル
ニ

源
平
盛
衰
記
曰
平
等
院
ノ

之
小
島
崎
ト

云
々
B

ハ
レ
此
ニ
則
此
ノ
島
在
二
平
等
院
側
ニ

一
必
セ
リ
矣

と
あ
り
、
平
等
院
の
東
、
艮
の
記
述
が
あ
り
な
が
ら
も
、
橋
下
流
一
町
ば
か

り
の
河
の
中
島
で
、
そ
の
流
れ
は
巨
椋
池
に
流
れ
て
い
た
と
記
す
。
ま
た
、『
都

名
所
圖
會
』
巻
五）

22
（

に
は
、

橘
小
嶋
崎
は
宇
治
橋
の
川
下
弐
町
に
あ
り
し
也
　
平
家
物
語
に
曰
平
等

院
の
艮
橘
の
小
嶋
が
崎
よ
り
武
者
二
騎
引
か
け

く
出
来
り

「
橘
の
小
島
」
は
、
宇
治
橋
下
流
に
あ
る
と
し
て
い
る
が
、『
平
家
物
語
』
に

言
う
、平
等
院
の
北
東
で
あ
っ
た
記
事
も
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。「
橘
の
小
島
」
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ま
え
、
穏
や
か
な
水
面
に
橘
の
小
島
が
位
置
し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、

紫
式
部
は
描
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ほ
か
に
、『
源
氏
物
語
』
総
角
巻
に
、
宇
治
川
で
の
舟
遊
び
の
場
面
が
あ
る
。

文
作
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
心
ま
う
け
に
、博
士
な
ど
も
さ
ぶ
ら
ひ
け
り
。

黄
昏
時
に
、
御
舟
さ
し
寄
せ
て
遊
び
つ
つ
文
作
り
た
ま
ふ
。
紅
葉
を
薄

く
濃
く
か
ざ
し
て
、
海
仙
楽
と
い
ふ
も
の
を
吹
き
て
、
お
の
お
の
心
ゆ

き
た
る
気
色
な
る
に
、
宮
は
、
あ
ふ
み
の
海
の
心
地
し
て
、
を
ち
か
た

人
の
恨
み
い
か
に
と
の
み
御
心
そ
ら
な
り
。
時
に
つ
け
た
る
題
出
だ
し

て
、
う
そ
ぶ
き
誦
じ
あ
へ
り
。 

（
総
角
・
⑤
二
九
三
）

宇
治
川
で
舟
遊
び
を
催
し
て
い
る
。
匂
宮
は
、
琵
琶
湖
に
い
る
よ
う
だ
と
感

じ
て
い
る
。

『
増
鏡
』）

28
（

で
は
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
十
一
月
二
十
日
頃
、
宇
治
川
へ

院
の
御
幸
が
あ
っ
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

殿
上
人
の
舟
に
楽
器
ま
う
け
た
り
。
た
ち
花
の
小
島
に
御
船
さ
し
と

め
て
、
物
の
音
ど
も
吹
た
て
た
る
ほ
ど
、
水
の
底
も
耳
た
て
ぬ
べ
く
、

そ
ゞ
ろ
寒
き
程
な
る
に
、
折
知
り
顔
に
空
さ
へ
う
ち
し
ぐ
れ
て
、
眞
木

の
山
風
あ
ら
ま
し
き
に
、
木
の
葉
ど
も
の
色

く
散
り
ま
が
ふ
氣
色
、

い
ひ
知
ら
ず
お
も
し
ろ
し
。 

（
第
五
・
内
野
の
雪
・
三
○
三
）

「
橘
の
小
島
」
で
停
ま
り
、
管
絃
の
遊
び
を
催
し
て
い
る
。
舟
遊
び
の
場
と

し
て
使
わ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
宇
治
川
に
お
い
て
の
舟
遊
び
の
場
は
、
穏
や
か
な
水
面
と
し

（
浮
舟
・
⑥
一
五
○
））

23
（

「
橘
の
小
島
」
付
近
は
、「
水
の
面
も
曇
り
な
き
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
に「
御
舟
し
ば
し
さ
し
と
ど
め
」て
、歌
を
詠
み
鑑
賞
し
て
い
る
。「
橘
の
小
島
」

は
、
古
今
集
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

今
も
か
も
さ
き
に
ほ
ふ
ら
む
橘
の
こ
じ
ま
の
さ
き
の
山
吹
の
花

（
古
今
集
巻
二
・
春
歌
下
・
一
二
一
・
読
人
し
ら
ず
））

24
（

「
橘
の
小
島
」
に
つ
い
て
、
原
田
敦
子
氏
は
「『
源
氏
物
語
』
に
橘
の
小
島
が

描
か
れ
た
の
は
、
こ
の
島
が
宇
治
の
名
立
た
る
歌
枕
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な

か
っ
た
」
と
さ
れ
、「
祓
所
」
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）

25
（

。『
河
海
抄
』）

26
（

に
「
哥

枕
に
は
河
内
国
と
あ
り
如
何
但
七
瀬
祓
所
に
は
大
嶋
橘
小
嶋
山
城
国
と
注
せ

り
」
と
あ
り
、
歌
枕
の
地
と
し
て
は
河
内
国
か
山
城
国
か
判
然
と
せ
ず
、「
橘

の
小
島
」が
宇
治
で
あ
る
と
歌
に
お
い
て
明
示
さ
れ
る
の
は
『
後
鳥
羽
院
御
集
』

な
の
で
あ
る
。

た
ち
ば
な
の
小
島
が
崎
の
月
か
げ
を
な
が
め
や
わ
た
す
宇
治
の
橋
守

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
四
六
））

27
（

「
橘
の
小
島
」は
、人
々
の
間
で
知
ら
れ
た
場
所
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

歌
枕
と
し
て
有
名
な
地
で
は
な
か
っ
た
。

『
源
氏
物
語
』
浮
舟
巻
の
場
面
、
船
頭
に
案
内
さ
れ
「
橘
の
小
島
」
に
舟
を

停
め
て
、
匂
宮
と
浮
舟
が
歌
を
詠
む
。
付
近
は
、
穏
や
か
な
水
面
に
位
置
し
て

い
る
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
急
流
の
中
、
二
人
が
歌
を
詠
む
の
を
、
船
頭

が
流
さ
れ
る
の
を
こ
ら
え
な
が
ら
待
つ
と
い
う
状
況
で
は
な
い
。
古
今
集
を
ふ
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言
ひ
あ
へ
り
。 

（
浮
舟
・
⑥
一
六
七
）

宇
治
川
の
流
れ
は
速
く
恐
ろ
し
く
、
渡
守
の
孫
の
子
が
、
棹
を
外
し
て
落
ち

た
と
言
う
。
亡
く
な
る
人
が
多
い
川
で
あ
る
と
言
う
。
他
に
も
、「
い
と
荒
ま

し
き
水
の
音
、
波
の
響
き
」（
橋
姫
・
⑤
一
三
二
）、「
い
と
荒
ま
し
と
思
ふ
川
」

（
蜻
蛉
・
⑥
二
一
一
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
橘
の
小
島
」
付
近
と
同
じ
川
で

あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

次
に
、『
平
家
物
語
』
巻
九
「
宇
治
川
先
陣
」
に
お
け
る
宇
治
川
の
描
写
を

挙
げ
る
。

比
は
正
月
廿
日
あ
ま
り
の
事
な
れ
ば
、
比
良
の
た
か
ね
、
志
賀
の
山
、

昔
な
が
ら
の
雪
も
き
え
、
白
浪
お
び
た
た
し
う
み
な
ぎ
り
お
ち
、
灘
枕

お
ほ
き
に
滝
な
ッ
て
、
さ
か
ま
く
水
も
は
や
か
り
け
り
。
夜
は
す
で
に

ほ
の

ぐ
と
あ
け
ゆ
け
ど
、
河
霧
ふ
か
く
立
ち
こ
め
て
、
馬
の
毛
も
鎧

の
毛
も
さ
だ
か
な
ら
ず
。 

（
巻
第
九
・
宇
治
川
先
陣
・
一
六
五
）

宇
治
橋
の
橋
板
を
は
ず
し
て
京
側
の
宇
治
橋
に
陣
を
取
る
木
曽
勢
に
対
し

て
、
鎌
倉
の
軍
勢
が
宇
治
川
を
は
さ
ん
で
対
峙
し
、
宇
治
川
を
馬
で
渡
る
先
陣

争
い
の
場
面
で
あ
る
。
白
浪
が
立
ち
、水
流
は
速
い
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
此

河
は
近
江
の
水
海
の
末
な
れ
ば
、
ま
つ
と
も
ま
つ
と
も
水
ひ
ま
じ
。」（
巻
第

九
・
宇
治
川
先
陣
・
一
六
六
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
琵
琶
湖
の
水
が
流
れ
出
る

川
で
あ
る
の
で
、
待
っ
て
い
て
も
水
量
は
減
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
先
陣

争
い
の
時
期
は
、
正
月
廿
日
あ
ま
り
の
頃
、『
源
氏
物
語
』
浮
舟
巻
の
時
期
は
、

「
二
月
の
十
日
の
ほ
ど
に
、
内
裏
に
文
作
ら
せ
た
ま
ふ
」（
浮
舟
・
⑥
一
四
六
）

て
描
写
さ
れ
て
い
る
。

四
、
宇
治
川
の
急
流
―
邸
か
ら
見
え
る
川
の
流
れ
―

一
方
、
浮
舟
の
暮
ら
す
屋
敷
前
の
宇
治
川
の
風
景
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。
浮
舟
が
、
入
水
し
た
時
を
回
想
す
る
場
面
を
挙
げ
る
。

た
だ
、
我
は
限
り
と
て
身
を
投
げ
し
人
ぞ
か
し
、
い
づ
く
に
来
に
た
る

に
か
と
せ
め
て
思
ひ
出
づ
れ
ば
、い
と
い
み
じ
と
も
の
を
思
ひ
嘆
き
て
、

皆
人
の
寝
た
り
し
に
、
妻
戸
を
放
ち
て
出
で
た
り
し
に
、
風
は
は
げ
し

う
、
川
波
も
荒
う
聞
こ
え
し
を
、
独
り
も
の
恐
ろ
し
か
り
し
か
ば
、
来

し
方
行
く
末
も
お
ぼ
え
で
、
簀
子
の
端
に
足
を
さ
し
下
ろ
し
な
が
ら
、

行
く
べ
き
方
も
ま
ど
は
れ
て
、
帰
り
入
ら
む
も
中
空
に
て
、
心
強
く
、

こ
の
世
に
亡
せ
な
ん
と
思
ひ
た
ち
し
を
、 
（
手
習
・
⑥
二
九
五
）

浮
舟
の
屋
敷
前
の
宇
治
川
か
ら
、
川
波
の
荒
々
し
い
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

「
橘
の
小
島
」
付
近
の
表
現
と
、
目
の
前
の
宇
治
川
の
表
現
は
異
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
他
、
急
流
と
し
て
の
宇
治
川
の
描
写
を
挙
げ
る
。

こ
の
水
の
音
の
恐
ろ
し
げ
に
響
き
て
行
く
を
、
母
君
「
か
か
ら
ぬ
流
れ

も
あ
り
か
し
。
世
に
似
ず
荒
ま
し
き
所
に
、年
月
を
過
ぐ
し
た
ま
ふ
を
、

あ
は
れ
と
思
し
ぬ
べ
き
わ
ざ
に
な
む
」
な
ど
、
母
君
し
た
り
顔
に
言
ひ

ゐ
た
り
。
昔
よ
り
こ
の
川
の
は
や
く
恐
ろ
し
き
こ
と
を
言
ひ
て
、女
房「
先

つ
こ
ろ
、
渡
守
が
孫
の
童
、
棹
さ
し
は
づ
し
て
落
ち
入
り
は
べ
り
に
け

る
。
す
べ
て
い
た
づ
ら
に
な
る
人
多
か
る
水
に
は
べ
り
」
と
、
人
々
も
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き
く
変
化
し
て
お
り
、
現
在
の
よ
う
に
北
西
へ
流
れ
て
伏
見
区
の
南
側
を
西
へ

向
か
う
流
路
は
、
文
禄
３
年
に
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
前
田
利
家
が
付
け
替

え
て
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
現
在
の
宇
治
市
槇
島
町
・
小
倉
町
付

近
を
幾
条
か
に
分
か
れ
て
西
へ
流
れ
、
巨
椋
池
に
流
入
し
て
い
た
。」
と
あ
り
、

宇
治
川
の
下
流
に
は
、
今
は
干
拓
さ
れ
た
巨
椋
池
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

宇
治
川
下
流
の
巨
椋
池
は
、
二
度
の
大
き
な
変
遷
が
あ
っ
た
と
い
う
。
一
つ
目

は
、
豊
臣
秀
吉
の
太
閤
堤
の
築
造
、
二
つ
目
は
明
治
四
十
年
の
淀
川
改
修
工

事
に
よ
り
池
の
水
位
が
著
し
く
低
く
な
り
自
然
美
が
失
わ
れ
、
昭
和
に
入
り

干
拓
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
太
閤
堤
に
関
し
て
は
発
掘
調
査
結
果
が
報
告
さ

れ
て
い
る）

30
（

。

古
代
か
ら
太
閤
堤
築
造
ま
で
の
巨
椋
池
の
形
状
に
つ
い
て
、『
巨
椋
池
干
拓

誌
』）

31
（

に
、「
現
在
の
流
路
と
巨
椋
池
と
の
間
、
す
な
わ
ち
槇
島
・
向
島
地
帯
に

は
幾
多
の
島
洲
を
つ
く
り
、そ
の
間
に
幾
条
に
も
分
流
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、

川
で
あ
り
湖
で
あ
る
と
い
う
複
雑
な
地
形
で
あ
っ
た
。」（
一
一
八
頁
）
と
記
さ

れ
て
お
り
、「
橘
小
島
ヶ
崎
」
の
位
置
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
図
２
〕。
こ
の
図
の

示
す
「
橘
の
小
島
」
は
、
小
さ
な
島
の
先
端
部
を
指
し
て
い
る
と
捉
え
る
。
こ

の
川
で
あ
り
湖
で
あ
る
と
い
う
部
分
に
「
橘
の
小
島
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
す
る
。
こ
こ
な
ら
、
浮
舟
が
入
水
し
た
宇
治
川
、『
平
家
物
語
』
の
先

陣
争
い
の
宇
治
川
と
は
、
違
う
宇
治
川
の
様
相
に
な
る
の
で
は
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。

『
宇
治
市
史
年
表
』）

32
（

四
四
頁
に
「
16
世
紀
末
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
宇
治
川

の
数
日
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
時
期
と
し
て
は
一
ヶ
月
ほ
ど
の
違
い
は
あ
る

が
、
宇
治
川
の
景
と
し
て
参
考
に
な
る
。

佐
々
木
太
刀
を
ぬ
き
、
馬
の
足
に
か
か
り
け
る
大
綱
ど
も
を
ば
ふ
つ

く
と
う
ち
き
り
う
ち
き
り
、
い
け
ず
き
と
い
ふ
世
一
の
馬
に
は
乗
ッ

た
り
け
り
、
宇
治
河
は
や
し
と
い
へ
ど
も
、
一
文
字
に
ざ
ッ
と
わ
た
い

て
、む
か
へ
の
岸
に
う
ち
あ
が
る
。
梶
原
が
乗
ッ
た
り
け
る
す
る
墨
は
、

河
な
か
よ
り
篦の
た
め
が
た

撓
形
に
お
し
な
さ
れ
て
、
は
る
か
の
下
よ
り
う
ち
あ
げ

た
り
。 

（
巻
第
九
・
宇
治
川
先
陣
・
一
六
七
）

頼
朝
所
有
の
第
一
の
名
馬
い
け
ず
き
に
乗
っ
た
佐
々
木
四
郎
高
綱
は
、
宇
治

川
を
一
直
線
に
渡
っ
た
け
れ
ど
も
、
第
二
の
馬
、
す
る
墨
に
乗
っ
た
梶
原
源
太

景
季
は
、
流
れ
に
押
さ
れ
て
下
流
の
対
岸
に
着
い
て
い
る
。
屈
強
な
鎌
倉
武
士

が
渡
る
川
の
さ
ま
と
、
舟
を
少
し
停
め
つ
つ
優
雅
に
島
を
眺
め
な
が
ら
進
む
川

と
で
は
、
同
じ
川
の
様
相
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
流
れ
が
速
く
荒
々
し
い
川
、
舟
遊
び
を
し
な
が
ら
優
雅
に
行

き
交
う
穏
や
か
な
川
、宇
治
川
は
二
つ
の
特
徴
を
持
つ
川
で
あ
っ
た
こ
と
が『
源

氏
物
語
』
の
描
写
か
ら
窺
え
る
の
で
あ
る
。

五
、「
橘
の
小
島
」
は
ど
こ
か

で
は
、「
橘
の
小
島
」
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

宇
治
川
に
つ
い
て
、『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』）

29
（

に
、「
京
都
府
南
部
を
流
れ

る
川
。（
略
）
京
都
盆
地
に
入
っ
て
か
ら
の
宇
治
川
の
流
路
は
近
世
初
期
に
大
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し
や
首
切
ん
ず
る
ぞ
」
と
て
、太
刀
を
抜
懸
て
問
け
れ
ば
、此
翁
わ
な
ゝ

き
て
、「
瀬
は
爰
は
浅
候
ぞ
か
し
。
彼
は
深
候
」
と
教
へ
け
れ
ば
、「
能

申
た
り
」
と
て
、
後
に
は
首
を
切
て
ぞ
捨
に
け
る
。
又
人
に
言
せ
じ
と

な
り
。 

（
一
一
○
頁
）

槇
島
付
近
で
、
翁
は
「
こ
の
あ
た
り
は
浅
く
、
あ
ち
ら
は
深
い
」
と
述
べ
て

い
る
。「
彼
」は
、軍
勢
が
待
機
し
て
い
る
宇
治
橋
周
辺
で
あ
ろ
う
か
。宇
治
川
は
、

浅
い
と
こ
ろ
と
深
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。槇
島
付
近
は
、浅
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
橘
の
小
島
」
が
、
宇
治
橋
の
下
流
に
当
た
る
巨

椋
池
に
注
ぐ
部
分
で
あ
る
な
ら
、
流
速
も
遅
く
な
り
水
深
も
浅
く
、
舟
を
し
ば

し
停
め
て
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
本
論
で
は
、
宇
治
橋
の
架
橋
位
置
を
基
準
と
し
て
、
上
流
か
下
流
と

い
う
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
架
橋
位
置
に
つ
い
て
は
、『
宇
治
市
史
１
』

に
お
い
て
「
当
時
の
宇
治
橋
が
現
在
の
地
点
よ
り
も
や
や
上
流
部
に
架
橋
さ
れ

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
」）

36
（

と
さ
れ
、
定
か
で
は
な
い
。
が
、
現
在
と
違
い
、
狭

く
深
い
川
に
短
い
橋
を
架
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
広
く
浅
い
川
に
長
い
橋
を

架
け
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
宇
治
橋
の
架
橋
位
置
に
多
少
の
地
点
の
違
い
は

あ
っ
て
も
、
宇
治
橋
よ
り
上
流
は
川
幅
の
狭
い
急
流
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
下
流
側
は
水
流
が
緩
や
か
で
浅
く
広
い
川
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

と
捉
え
る
。「
橘
の
小
島
」
の
位
置
を
、
宇
治
橋
の
上
流
部
と
す
る
か
下
流
部

と
す
る
か
で
は
、
川
の
様
相
が
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

の
付
け
替
え
が
行
わ
れ
た
結
果
、
そ
れ
以
前
の
状
況
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
困

難
と
な
っ
た
。
右
図
は
、
微
地
形
条
件
や
史
料
か
ら
み
て
、
で
き
る
だ
け
矛

盾
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
考
え
て
み
た
ひ
と
つ
の
復
元
案
で
あ
る
。」
と
し
て
、

「
律
令
時
代
の
山
城
中
央
部
」
の
復
元
案
が
あ
る
。
ま
た
、『
宇
治
市
史
１
』
に

は
、
巨
椋
池
の
範
囲
と
現
在
の
地
形
が
重
ね
ら
れ
た
付
図
が
あ
る
）
33
（

。
こ
の
付
図

に
、
の
ち
の
時
代
の
絵
図
で
あ
る
が
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
に
完
成
し
た

『
東
海
道
分
間
延
絵
図
』）

34
（

〔
図
３
〕
に
、「
此
辺
橘
小
島
ヶ
崎
」
と
の
記
述
が
あ

り
、
そ
の
大
ま
か
な
位
置
を
示
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
〔
図
１
〕。
こ
の
位
置

は
、宇
治
橋
か
ら
約
五
百
メ
ー
ト
ル
下
流
で
あ
る
。
近
く
に
、『
古
事
記
』や
『
日

本
書
紀
』に
登
場
し
、『
河
海
抄
』の
注
記
す
る
莵
道
稚
郎
子
皇
子
の
墓
が
あ
る
。

『
承
久
記
』）

35
（

の
伝
え
る
承
久
三
年
の
戦
さ
に
お
い
て
も
、宇
治
橋
合
戦
の
あ
と
、

宇
治
川
先
陣
争
い
が
あ
っ
た
。
川
を
渡
る
前
に
「
瀬
踏
」
し
て
、
川
の
様
子
を

探
っ
て
い
る
。

武
蔵
守
、
芝
田
橘
六
を
召
て
、「
河
を
渡
さ
ん
と
思
が
、
此
間
の
水

の
程
に
は
一
尺
計
も
増
り
た
る
な
。
此
下
に
渡
る
瀬
や
あ
る
。
瀬
踏
し

て
参
れ
」
と
宣
け
れ
ば
、「
奉
り
候
」
と
て
、一
町
計
打
出
た
り
け
る
が
、

取
て
返
し
、「
検
見
を
給
り
候
ば
や
」
と
申
。「
尤
さ
る
べ
し
」
と
て
、

南
條
七
郎
を
召
て
被
二

指
添
一
。
二
騎
連
ね
て
下
様
に
打
け
る
が
、
槇

嶋
の
二
俣
な
る
瀬
を
見
渡
け
る
に
、
あ
や
し
の
下
﨟
白
髪
な
る
翁
一
人

出
来
れ
り
。
是
を
捕
へ
て
、「
汝
は
此
所
の
住
人
、案
内
者
に
て
ぞ
有
覧
。

何
の
程
に
か
瀬
の
あ
る
。
慥
に
申
せ
。
勧
賞
申
行
ふ
べ
し
。
不
レ
申
ば
、
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メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
川
の
流
速
は
、
場
所
（
川
の
中
央
部
か
両
端
か
な
ど
）
や

地
形
の
深
浅
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ま
た
、
現
在
の
宇
治
川
の
流
れ
は
計
画
的
に

施
工
さ
れ
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
往
時
と
同
じ
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、

仮
に
現
在
の
塔
の
島
付
近
の
流
速
を
採
用
し）

38
（

、平
均
流
速
一
メ
ー
ト
ル
／
秒
で
、

百
メ
ー
ト
ル
先
の
中
島
へ
行
く
と
す
る
と
、川
を
横
断
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

明
確
で
は
な
い
が
二
、三
分
ぐ
ら
い
で
到
着
す
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
宇
治
橋
下

流
の
約
五
百
メ
ー
ト
ル
の
付
近
の
莵
道
稚
郎
子
皇
子
の
墓
辺
り
に
行
っ
た
と
試

算
す
る
と
、
平
等
院
か
ら
約
九
百
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
お
よ
そ
十
五
分
で
到
着

す
る
こ
と
に
な
る
。『
湖
月
抄
』
が
記
す
宇
治
橋
下
一
町
だ
と
す
れ
ば
、
平
等
院

か
ら
約
五
二
○
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
約
九
分
で
到
着
す
る
。
九
分
な
い
し
十
五

分
程
あ
れ
ば
、
別
の
場
所
へ
赴
い
た
と
い
う
感
が
あ
る
だ
ろ
う
。

結
び

『
源
氏
物
語
』
浮
舟
巻
の
本
文
描
写
の
考
察
に
よ
っ
て
、「
橘
の
小
島
」
は
、

穏
や
か
な
水
面
に
位
置
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
少
し
舟
を
停
め
て
匂
宮
と
浮

舟
が
鑑
賞
す
る
「
橘
の
小
島
」
は
、
穏
や
か
な
流
れ
に
位
置
し
て
お
り
、
急
流

の
中
に
は
な
い
。
宇
治
川
に
は
、匂
宮
が
「
あ
ふ
み
の
海
の
心
地
」（
総
角
⑤
・

二
九
三
）
と
感
じ
る
舟
遊
び
の
場
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
浮
舟
の
邸
か
ら
眺
め

る
宇
治
川
と
、「
橘
の
小
島
」
付
近
の
宇
治
川
は
同
様
で
は
な
い
。

現
在
目
に
す
る
姿
と
は
違
い
、
宇
治
川
は
、
か
つ
て
巨
椋
池
に
注
ぎ
、
幾
多

の
島
洲
を
作
り
、
湖
と
も
川
と
も
言
え
な
い
複
雑
な
地
形
を
形
成
し
て
い
た
。

六
、「
橘
の
小
島
」
ま
で
の
距
離

原
田
敦
子
氏
は
、「
宇
治
川
の
両
岸
に
対
置
さ
れ
た
八
の
宮
の
山
荘
と
源
氏

の
別
荘
、
橘
の
小
島
は
そ
の
中
間
に
存
在
す
る
川
中
島
」）

37
（

と
さ
れ
て
い
る
。
川

中
島
ま
で
ど
れ
く
ら
い
で
到
着
す
る
だ
ろ
う
か
。

『
源
氏
物
語
』
本
文
か
ら
、
宇
治
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
の
八
の
宮
邸
と
夕
霧

の
別
荘
は
、
音
楽
が
聞
こ
え
て
来
る
ほ
ど
に
近
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
匂
宮

が
初
瀬
詣
で
の
帰
途
、
宇
治
の
夕
霧
の
別
荘
に
中
宿
り
を
し
、
薫
や
夕
霧
の
息

子
た
ち
が
催
し
た
管
絃
の
調
べ
が
、
八
の
宮
邸
に
聞
こ
え
て
く
る
。

例
の
、
か
う
世
離
れ
た
る
所
は
、
水
の
音
も
も
て
は
や
し
て
物
の
音

澄
み
ま
さ
る
心
地
し
て
、
か
の
聖
の
宮
に
も
、
た
だ
さ
し
渡
る
ほ
ど
な

れ
ば
、
追
風
に
吹
き
来
る
響
き
を
聞
き
た
ま
ふ
に
昔
の
こ
と
思
し
出
で

ら
れ
て
、
八
の
宮
「
笛
の
い
と
を
か
し
う
も
吹
き
と
ほ
し
た
な
る
か
な
。

誰
な
ら
ん
。
昔
の
六
条
院
の
御
笛
の
音
聞
き
し
は
、
い
と
を
か
し
げ
に

愛
敬
づ
き
た
る
音
に
こ
そ
吹
き
た
ま
ひ
し
か
。こ
れ
は
澄
み
の
ぼ
り
て
、

こ
と
ご
と
し
き
気
の
そ
ひ
た
る
は
、
致
仕
の
大
臣
の
御
族
の
笛
の
音
に

こ
そ
似
た
な
れ
」
な
ど
独
り
ご
ち
お
は
す
。 

（
椎
本
⑤
・
一
七
一
）

対
岸
の
夕
霧
の
別
荘
か
ら
八
の
宮
邸
ま
で
、
薫
が
吹
く
笛
の
音
が
響
い
て
く

る
ほ
ど
の
近
い
距
離
な
の
で
あ
る
。

現
在
の
宇
治
川
の
平
等
院
付
近
の
川
幅
は
、
地
形
図
で
計
測
す
る
と
、
お
よ

そ
一
五
○
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
宇
治
神
社
側
の
川
岸
か
ら
橘
島
ま
で
お
よ
そ
百
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注（
１
）
玉
上
琢
彌
氏
編
著
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）。

（
２
）『
北
村
季
吟
古
註
釋
集
成
十
七
　
源
氏
物
語
湖
月
鈔
』（
新
典
社
、
一
九
七
八
年
）。

（
３
）
山
岸
徳
平
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
源
氏
物
語
五
』（
岩
波
書
店
、

一
九
六
三
年
）。

（
４
）
玉
上
琢
彌
氏
『
源
氏
物
語
評
釈
十
二
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）。

（
５
）阿
部
秋
生
氏
・
秋
山
虔
氏
ほ
か
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
源
氏
物
語
⑥
』（
小

学
館
、
一
九
七
六
年
）。

（
６
）
石
田
穣
二
氏
・
清
水
好
子
氏
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
源
氏
物
語
八
』（
新
潮
社
、

一
九
八
五
年
）。

（
７
）
柳
井
滋
氏
・
室
伏
信
助
氏
ほ
か
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
源
氏
物
語
五
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
七
年
）。

（
８
）
阿
部
秋
生
氏
・
秋
山
虔
氏
ほ
か
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
源
氏
物
語

⑥
』（
小
学
館
、
一
九
九
八
年
）。

（
９
）
増
田
繁
夫
氏
「
源
氏
物
語
地
理
考
―
宇
治
・
小
野
に
関
す
る
古
註
の
検
討
―
」（
甲

南
大
学
文
学
会
、
一
九
六
○
年
）。

（
10
）
原
田
敦
子
氏
「
浮
舟
入
水
と
橘
の
小
島
」（
稲
賀
敬
二
氏
編
著
『
源
氏
物
語
の
内
と
外
』

風
間
書
房
、
一
九
八
七
年
）。

（
11
）
所
京
子
氏
「「
橘
の
小
島
の
崎
」
の
再
検
討
」（『
藝
林
』
五
七
（
二
）、二
○
○
八
年
）。

（
12
）
社
団
法
人
紫
式
部
顕
彰
会
編
、
角
田
文
衞
氏
監
修
『
京
都
源
氏
物
語
地
図
』（
思
文

閣
出
版
、
二
○
○
七
年
）。

（
13
）
川
俣
馨
一
氏
編
『
新
校
羣
書
類
従
第
六
巻
』（
内
外
書
籍
、
一
九
三
一
年
）。

（
14
）
三
保
忠
夫
氏
・
三
保
サ
ト
子
氏
編
著
『
雲
州
往
来
　
享
禄
本
　
研
究
と
総
索
引
　
本

文
・
研
究
篇
』（
和
泉
書
院
、一
九
八
二
年
）に
よ
る
。ま
た
、同
書
〔
補
説
一
四
〕（
七
三
二
頁
）

に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
状
は
「
後
の
増
補
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
前
掲

注（
10
）
原
田
敦
子
氏
「
浮
舟
入
水
と
橘
の
小
島
」
に
お
い
て
も
、注
記
で
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
川
の
様
相
を
『
源
氏
物
語
』
は
、
正
確
に
描
写
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
流
れ
が
速
く
荒
々
し
い
川
、
舟
遊
び
を
し
な
が
ら
優
雅
に
行
き
交

う
穏
や
か
な
川
、
二
つ
の
特
徴
を
持
つ
川
で
あ
っ
た
こ
と
を
、『
源
氏
物
語
』

は
本
文
で
描
き
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
橘
の
小
島
」
の
位
置
に
関
す
る
増
田
繁
夫
氏
・
原
田
敦
子
氏
・
所
京
子
氏

の
論
考
で
は
、『
雲
州
消
息
』
と
『
平
家
物
語
』
の
方
位
を
参
考
に
し
て
「
橘

の
小
島
」
の
位
置
を
設
定
し
て
い
る
が
、
そ
う
す
る
と
『
源
氏
物
語
』
の
宇
治

川
の
水
面
を
描
写
し
た
本
文
と
合
わ
な
い
。『
雲
州
消
息
』『
平
家
物
語
』
の
示

す
「
橘
の
小
島
」
の
位
置
と
は
別
の
場
所
に
、
紫
式
部
は
「
橘
の
小
島
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
か
。『
源
氏
物
語
』
の
物
語
世
界
の
中
で
の

「
橘
の
小
島
」
は
、
穏
や
か
な
水
面
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
他
史
料
に

基
づ
い
て
の
詮
索
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。『
源
氏
物
語
』に
お
け
る「
橘
の
小
島
」

は
、
上
流
部
お
よ
び
対
岸
ま
で
の
中
間
の
川
中
島
に
位
置
す
る
こ
と
は
あ
り
得

な
い
の
で
は
な
い
か
。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』
に
示
さ
れ
て
い
る

「
宇
治
橋
の
下
流
に
あ
る
小
島
」
説
が
妥
当
だ
ろ
う
。
宇
治
橋
下
流
に
位
置
し
、

宇
治
川
が
巨
椋
池
に
流
入
し
、
流
れ
が
穏
や
か
に
な
る
場
所
が
、『
源
氏
物
語
』

本
文
の
描
写
に
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。
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（
33
）
林
家
辰
三
郎
氏
・
藤
岡
謙
二
郎
氏
編
『
宇
治
市
史
１
古
代
の
歴
史
と
景
観
』付
図
（
宇

治
市
役
所
、
一
九
七
三
年
）。

（
34
）
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
東
海
道
分
間
延
絵
図
』。
児
玉
幸
多
氏
監
修
『
東
海
道
分
間

延
絵
図
（
絵
図
篇
）（
解
説
篇
）』（
東
京
美
術
、
一
九
八
五
年
）
も
参
考
に
し
た
。

（
35
）
松
林
靖
明
氏
校
注
『
新
撰
日
本
古
典
文
庫
　
承
久
記
』（
現
代
思
潮
社
、一
九
七
四
年
）。

巻
名
、
頁
数
を
示
す
。

（
36
）
注
（
33
）
に
既
出
。
三
八
頁
。

（
37
）
注
（
10
）
に
既
出
。

（
38
）
淀
川
河
川
事
務
所
「
塔
の
島
地
区
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
」（
平
成
一
九
年
十
月

二
五
日
）。

w
w

w
.y

odog
aw

a.kkr.m
lit.g

o.jp/activity
/con

it/tou
/report/pdf/08.pdf 

〔
図
１
〕
国
土
地
理
院
発
行
の
二
万
五
千
分
一
地
形
図
（
宇
治
）
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
図
２
〕『
巨
椋
池
干
拓
誌
』（
巨
椋
池
土
地
改
良
区
発
行
、
一
九
六
二
年
）
一
八
五
頁
に
掲

載
の
「
平
安
遷
都
以
降
豊
公
伏
見
築
城
頃
ま
で
の
巨
椋
池
お
よ
び
そ
の
沿
岸
図
」
を
転

載
し
た
。
転
載
許
可
を
下
さ
っ
た
「
巨
椋
池
土
地
改
良
区
」
殿
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
図
３
〕﹇
作
品
番
号
﹈ E0036094

﹇
作
家
名
﹈ 

道
中
奉
行
所
編

﹇
作
品
名
﹈ 

東
海
道
分
間
延
絵
図
13
巻
之
内
12
本
文
７
（
部
分
）

﹇
所
蔵
先
名
﹈ 

東
京
国
立
博
物
館

﹇
ク
レ
ジ
ッ
ト
表
記
﹈ Im

ag
e

： T
N

M
 Im

ag
e A

rch
ives

【
付
記
】
本
稿
は
、平
成
二
十
六
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
集
会
（
七
月
十
二
日
）

に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
題
目
を
一
部
変
更
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。
御
教

示
下
さ
っ
た
先
生
方
に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

― 

か
と
う
・
の
ぶ
え
、
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学 

―

（
15
）『
平
家
物
語
』
本
文
の
引
用
は
、小
学
館
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
平
家
物
語
二
』

に
よ
る
。
巻
名
、
頁
数
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

（
16
）高
木
市
之
助
氏
・
小
澤
正
夫
氏
ほ
か
校
注『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
平
家
物
語
下
』（
岩

波
書
店
、
一
九
六
○
年
）。

（
17
）
水
原
一
氏
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
平
家
物
語
下
』（
新
潮
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
18
）
注
（
15
）
に
既
出
。

（
19
）
後
藤
丹
治
氏
・
釜
田
喜
三
郎
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
太
平
記
二
』（
岩
波

書
店
、
一
九
六
一
年
）。

（
20
）
山
下
宏
明
氏
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
太
平
記
二
』（
新
潮
社
、
一
九
八
○
年
）。

（
21
）天
理
図
書
館
所
蔵『
扶
桑
京
華
志
』（
請
求
番
号291.4

／861

）影
印
を
用
い
た
。『
新

修
京
都
叢
書
第
二
二
巻
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
二
年
）
に
お
い
て
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）『
新
修
京
都
叢
書
第
六
巻
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）。

（
23
）『
源
氏
物
語
』
本
文
の
引
用
は
、
注
（
８
）
に
既
出
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　

源
氏
物
語
①
〜
⑥
』
に
よ
り
、巻
名
、頁
数
を
示
す
。
私
に
傍
線
を
付
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
24
）『
新
編
国
歌
大
観C

D
-R

O
M

版
　Ver.2

』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
○
○
三
年
）。

（
25
）
注
（
10
）
に
既
出
。

（
26
）
注
（
１
）
に
既
出
。

（
27
）
寺
島
恒
世
氏
著
『
和
歌
文
学
大
系
二
四
　
後
鳥
羽
院
御
集
』（
明
治
書
院
、

一
九
九
七
年
）。

（
28
）
岩
佐
正
氏
・
時
枝
誠
記
氏
ほ
か
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
神
皇
正
統
記
・
増
鏡
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）。
巻
名
、
頁
数
を
示
す
。

（
29
）『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
京
都
府
上
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
）。

（
30
）
荒
川
史
氏
・
永
野
宏
樹
氏
「
文
化
財
レ
ポ
ー
ト
　
宇
治
川
太
閤
堤
跡
の
発
掘
調
査
」

（『
日
本
歴
史
』
第
七
四
五
号
、
日
本
歴
史
学
会
、
二
○
一
○
年
）。

（
31
）『
巨
椋
池
干
拓
誌
』（
巨
椋
池
土
地
改
良
区
発
行
、
一
九
六
二
年
）。

（
32
）
林
家
辰
三
郎
氏
ほ
か
編
『
宇
治
市
史
年
表
』（
宇
治
市
役
所
、
一
九
八
三
年
）。
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〔図１〕・国土地理院発行の地形図を使用する。
　　　・『宇治市史1』の添図の宇治橋～巨椋池の範囲を　　　で示す。
　　　・『巨椋池千拓誌』185頁図の「橘小島ヶ崎」の大まかな位置および
　　　　　『東海道分間絵図』の「此辺橘小島ヶ崎」の大まかな位置を　　　で示す。

〔図２〕『巨椋池千拓誌』185頁に掲載の「平安遷都以降豊公伏見築城頃までの巨椋池およびその沿岸図」
　　　（筆者が、宇治橋周辺を拡大した。）
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〔図3〕『東海道分間延絵図』13巻之内 12本文 7（部分）
　　　Image: TNM Image Archives
　　　  （見えやすいように地点名称を加筆した。）




